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はじめに
　ヨーロッパ言語はインド・ヨーロッパ祖語の流
れをくむ様々な言語の変遷を経て、今日のイギリ
スの言語となった。同様に、ヨーロッパの社会に
根付く慣習・文化もまた英語圏の文化に多大な影
響を及ぼしたことも事実である。今回は『国際異
文化理解における英語教育の役割』のシリーズ第
２回として、ヨーロッパの言語・伝承物語の変遷
に貢献した物語や東ヨーロッパから中東・中央ア
ジアを経て、極東の国：日本にまで類似性を窺が
わせる神話の時代から伝わる物語に＜類似性＞を
求め、具体的に物語の用例を取り上げて、図式化
を試みたい。
　また、物語の類似性は言語の類似性に因るもの
であることを踏まえ、文法的には文の構造が異な
ると考えられている英語（SVO型）と日本語
（SOV型）について、英語学習を考慮に入れ、敢
えて文の構造の類似性を見出したい。そして、そ
こから見出される類似性とは別にアメリカ合衆国
における移民の人種や言語は実はその祖先すなわ
ちルーツから受け継がれたものは根深いもので
あってそれはいまだに家庭の中に存在しているこ
とであり、言語においても合衆国の中でその個性
を失ってはいないのである。日本人にとっての日
本語とは全く異なる歴史の中にその答えは隠され
ている。
第１章　欧米の物語と日本の伝承文学：異文化の
中の類似性
第２章　ヨーロッパ言語と日本語との類似：英語
学習の視点から
第３章　欧米の英語教育：公用語と第一言語の狭
間・アメリカ合衆国及びヨーロッパの英
語教育
おわりに
第１章　欧米の物語と日本の伝承文学：異文化の
中の類似性（類似文化）：
日本・中国・ヨーロッパ（ギリシャ・ヨーロッパ・アメリカ）
第１節　英雄伝の類似
（A）　スサノオノミコト（須佐之男命/素戔嗚尊）
⇔ペルセウスの物語（ギリシャ神話）
　スサノオノミコトの英雄では次の通りである：
『古事記』や『日本書紀』に登場するスサノオノ
ミコトはイザナギとイザナミとの間に生まれた天
照大神と月読尊と共に三貴神の一人とされている
が、太陽の神、月の神の役割を持つ他の二人とは
異なり、彼の役割には諸説ある。しかしながら、
定説としての天の岩戸事件後のスサノオノミコト
の運命は一定していると言ってよい。スサノオノ
ミコトは出雲の鳥髪山でクシナダヒメ（櫛名田比
売）と出会う。彼女はヤマタノオロチ（八岐大蛇）
の生贄の運命を余儀なくされそうになっていた。
スサノオは見事ヤマタノオロチを退治して、クシ
ナダヒメと結婚することになる。
（B）　ペルセウスの物語は波瀾万丈の人生の中、
常に全能神ゼウスに守護された運命を辿る。アル
ゴス王アクリシオスの娘ダナエが黄金の雨に変身
した全能神ゼウスに犯され、ダナエはペルセウス
を出産する。そもそもダナエの父アクリシオスは
「やがて孫に殺される」という神託を受けていた
ことから娘とその子を箱舟に閉じこめて海に流し
*   Received February 7，2013
** 長崎ウエスレヤン大学　現代社会学部　外国語学科、Faculty of Contemporary Social Studies，Nagasaki
  Wesleyan University，1212 1 Nishieida，Isahaya，Nagasaki 854 0082，Japan
国際異文化理解における英語教育の役割Ⅱ
― 伝承文学と異文化理解 ― *
 山　崎　有　介 **
English Teaching for Intercultural UnderstandingⅡ
― Oral Literature and Intercultural Understanding ―
 Yusuke Yamazaki **
― 10 ―
国際異文化理解における英語教育の役割Ⅱ　― 伝承文学と異文化理解 ―
た。やがて成長したペルセウスは母カシオペアが
ポセイドンの怒りに買ったために生贄とされる約
束をさせられたアンドロメダと出会い、先に手に
入れたメデューサの首を使って、海の怪物を石に
変え倒すこととなる。結果、ペルセウスはアンド
ロメダと結ばれることになる。
　このように（A）と（B）の物語は非常に類似し
ていることは神話に関心がある者であればよく知
るところのものである。
　（A）の物語と（B）の物語には以下のような共
通点が見られる。
（A）須
スサノオノミコト
佐之男命：イザナギとイザナミの子で天照
大神と月読命の弟、十拳剣
　　櫛
く し な だ ひ め
名 田 姫：アシナヅチ・テナヅチの８番目
の娘
　　八
ヤ マ タ ノ オ ロ チ
岐 大 蛇：８頭と８尾の大蛇
尾から天叢雲剣（アメノムラクモノツルギ）のち
の草那芸之大刀（クサナギノタチ）が出る。
　　３種の神器：八咫鏡（ヤタノカガミ）／天叢
雲剣（アメノムラクモノツル
ギ）／八尺瓊勾玉（ヤサカニノ
マガタマ）
（B）ペルセウス：ゼウスとダナエの子
　　アンドロメダ：カシオペアの娘
　　メデューサ：ゴルゴーン３姉妹の１人、髪の
毛が蛇
　　海の怪物（名は不明）：メデューサの目により
石にされる
　　ペルセウスへの贈り物：アテーナの楯、ヘル
メースの翼のあるサンダル、
ハーデースの隠れ兜
第２節　「不老不死伝説」をめぐる類似文化：『述
異記』「爛柯」（南朝・梁）⇔
（A）『浦島物語』・『山幸彦・海幸彦』（日本：『日本
書紀』・『万葉集』・『御伽草子』）
　　　　　　↓↑
（B）北欧伝説における不老不死物語
　　Oisin in the Land of Youth（アイルランド伝説）
　　　　　　
⇒
（C）Rip van Winkle
　　（アメリカ：ワシントン・アーヴィング作）
（A）－（1）　日本の昔話：『浦島太郎』の誕生
　『古事記』（『山幸彦・海幸彦』）、『丹後国風土記』
（『浦島子』）『日本書紀』、『万葉集』、『御伽草子』、
　「浦島太郎」伝説は日本各地に存在しており、最古の
ものとしては『日本書紀』（雄略天皇22年）の水江島浦
子の話、また『丹後国風土記』の水江浦嶼子の話（『万
葉集』も同様）などが浦島太郎の原型となっている。そ
して、現代に伝わる物語は『御伽草子』が元になって
いることも知られているところである。亀が苛いじめに合
い、浦島が助け、竜宮城で乙姫と出会い、玉手箱をも
らい、開けてはならないという約束を破り、開けて白
髪の翁になるというパターンは『御伽草子』以降のこ
とで、様々な逸話が混ざり合って今日の物語となった
と考えられている。
　さらに、「浦島太郎」伝説の原型を探るべく『日本書
紀』を遡ること『古事記』の記述を覗いてみると、類
似物語として、すでに『山幸彦・海幸彦』の物語が描か
れていた。
　ニニギノミコトとコノハナサクヤヒメとの間に火照
命（ホデリノミコト『古事記』表記：『日本書紀』：海幸
彦）、火須勢理命（ホスセリノミコト『古事記』表記：
『日本書紀』：火闌降命（ほすそりのみこと）、火遠理命
（ホオリノミコト『古事記』表記：『日本書紀』：山幸彦）
が生まれた。3人兄弟のうち兄の海幸彦は漁師で、弟の
山幸彦は猟師であった。ある時、猟具をとりかえて兄
は山へ猟に、弟は海へ魚を釣りに出かけた。しかし、
弟は兄から借りた釣竿の釣針を失ってしまう。兄の海
幸彦は怒り、探して返すようにと責める。そこで、山
幸彦は塩椎神（シオツチノカミ）の忠告により龍宮に向
かい、綿津見神（ワタツミノカミ：海神）の娘の豊玉毘
売命（トヨタマヒメ）と出会い結婚する。３年のち、鯛
の口の中から釣針を見つけ、兄のもとへ返しに行くこ
とを思い出す。その際の兄の恨みからの護身として豊
玉毘売命より潮盈珠（しおみちのたま）と潮乾珠（しお
ひのたま）を得て兄を貧困に導き、後々隼人として兄を
警護の役に命じることとなる。山幸彦の子、天津日高
日子波限建鵜葺草萱不合命（アマツヒコヒコナギサタ
ケウガヤフキアエズノミコト）はやがて豊玉毘売命の姉
の玉依比売（タマヨリヒメ）と結婚し、その４番目の子
が若御毛沼命（ワカミケヌノミコト）すなわち、神武天
皇となる、という話である。山幸彦が海への冒険を果
たし、竜宮城を経て、地上へ戻り、子孫が神武天皇と
いう物語は日本の不老不死物語の土台を築く神話上不
可欠のものであると言えよう。
（A）－（2）　中国の昔話：不老不死物語
　「浦島太郎」風の不老不死伝は、中国にも古
代より存在する。『述異記』（南北朝時代：梁）に
は、「朽ちた斧」（任昉 作）という話がある。
　「晋の時代、衢州に王質という木こりが住んでいた。
山に入って木を伐っているうち、一つの石室が目に付
いた。王質が何気なく石室に入ると、中で二人の童子
が棋（囲碁のこと）をうっていた。王質は棋が好きだっ
たので、そっと歩み寄って斧を置いて座り込み、その
勝負を観戦し始めた。童子たちは王質のことなど意に
介さない様子だったが、しばらくするとなつめの種の
ようなものをくれて「これを口に含んでいるがいい」
と言う。王質は「つまらないものをくれたな。こんな
ものをしゃぶっても腹の足しにはならないだろうに」
と思ったが、口に含んでみると、なんともいえない甘
い汁が絶えずあふれ出て、すっかり飢えを忘れてし
まった。王質がいい気分になってなおも観戦を続けて
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いると、童子が「もう帰った方がいいだろう。ここへ
来てからずいぶん月日が経ったから」と言った。「まだ
一日も経たないのに、おかしな事を言うな」と思いな
がら何気なく斧を持ち上げようとすると、斧の柄が
すっかり朽ちてしまっていた。王質は驚いて、急いで
自分の家に帰ってみたが、誰一人見知ったものがいな
い。聞けば、自分が山に入ったのはもう数百年の昔で
あると言う。王質は何がなんだかわからなくなり、た
だぼんやりと突っ立っていた。」
　王質（木こり）→石室→碁→ナツメ種のような
もの→１日の出来事が実は数百年という図式は、
まさしく、浦島太郎→竜宮城→玉手箱→３年が数
百年という図式そっくりである。この話の中に登
場する２人の童子は２人の仙人と記されているも
のや王質は再び山に入り、仙人になる、というく
だりがあるものなど、話には時代により変遷が見
られる。この他、類似した話は、以下のように多
数ある。
•唐の段成式の『酉陽雑俎』
•宋代の『太平寰宇記』
•江南東道の衢州信安県の条『幽明録』にある民話
•明の時代の王世貞『絵図列仙全伝』
•南朝宋の劉敬叙『異苑』
•東晋の干宝『捜神記』
　いずれも、仙人になることや不老不死を授かる
者として物語は終わる。
（B）－（1）北欧伝説における不老不死物語
　北欧に伝わる神話には、世界樹ユグドラシル異
界を結ぶ道筋：天の国; 神の国; 冥界を描いた物語
作品として、ドイツには「天まで届いた木」や
「魔法の木」などがあり、ハンガリーにはほとん
ど同じ内容の「天まで届く木」がある。簡単にあ
らすじを書き記すと、
　「この世の果てに王国があり、病死した妻を思い悲嘆
にくれる王と王女が住んでいた。王女は王のことが気
がかりで、決して結婚しないことを誓うが、やがて突
風が吹き荒れ、王女は天まで届くほどの大木上まで飛
ばされてしまう。王は勇者を募り、娘を取り戻せた者
を跡取りにすると御触れを出す。ヤーノシュという豚
飼いの少年が現れ、王女を救い出すことを約束する。
子豚の誘導で誰一人勇者が達し得なかった大木に登
り、見事天上の世界へと辿り着く。24の頭を持つ竜が王
女の夫となっている恐ろしい世界であった。竜の持つ
馬たちの中で一番みすぼらしい仔馬が現れ、ヤーノ
シュに竜を倒す術を授ける。仔馬の誘導で仔馬は勇壮
な馬に変身し、ヤーノシュと共に竜を倒し、馬に跨っ
て王女を連れ地上へと戻る。すると、王はもはや生気
なく死を目前としていた。ヤーノシュと王女は結婚
し、永遠の幸せを掴むことになる。」
この物語の終わりは「二人が死んでいなければ今
も生きていることだろう。」と括られている。永
遠の幸せは「不死」を意味している、ということ
になる。それに対比して王は竜と共に「死するも
の」であるということも意味深いことである。永
遠の命の犠牲となる「死するもの」は、「醜いも
の」であったり、「老いゆくもの」であったりす
る。永遠の命を手にするものは永遠に若い存在で
なければならない。また、子豚や仔馬は導き手と
して存在し、王女は乙姫であると同時にスサノオ
ノミコトにとってのクシナダヒメでもあるし、ペ
ルセウスにとってのアンドロメダでもある。この
物語は、英雄伝説と不老不死伝説が結合した物語
であると言えよう。
（B）－（2）Oisin in the Land of Youth
　　　　　　　　　　　　　（アイルランド伝説）
　「アシーン伝説」はアイルランドの「浦島伝説」
とも言われるほど有名な作品であり、数多くの詩
人たちが詩のモチーフとし、アシーンとニアヴへ
の思いを寄せて詩を書いている作品である。
　「アイルランドの地にカトリックの布教に訪れた聖パ
トリックは、奇妙な老人と出会う。フィアナ戦士団長
フィンの息子であるというこの老人は数々の英雄伝を
語り始める。国を統一したフィアナ戦士団がある日狩
りをしていると一頭の角がない鹿が現れ追っかけてい
ると、見たこともないほど美しい金髪の女性ニアヴが
白馬に乗ってアシーンの前に現れる。アシーンと結婚
するためにやってきたのだという。父の反対を押し切
り、アシーンとニアヴは数々の困難を乗り越えてやが
て＜青春の国＞へと辿り着く。すべての者が青年の姿
のままで、決して老いることのない国であった。ア
シーンとニアヴは３人の子供を授かり、３年が過ぎ
た。アシーンは故郷が懐かしくなり、帰郷する旨を伝
える。しかしながら、ニアヴは帰郷すれば２度と会え
なくなると告げる。そこで、ある馬を差し出し、決し
て地に足をつけなければまた戻って来られることを約
束し、アシーンは帰郷するが、帰郷の地は見知らぬ地
と化していた。300年の月日が経っていたのであった。
知人誰１人にも会うことなく、戻ることにするが、途
中、崖崩れで死にそうな人々に遭遇し、助けようとし
た瞬間、落馬をしてしまう。忽ち、アシーンは動くこ
とすらできないほどの盲目の老人と化してしまう。」
　この物語では、アシーン→ニアヴ→青春の国
（３年：実は300年）→馬→元の世界→落馬→老化、
という図式が出来上がる。不老不死伝説は老化と
同時に幕を閉じることになる。まさしく、「浦島
伝説」のアイルランド・バージョンと言えるであ
ろう。
※比較参考としての作品：Thomas the Rhymer 
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（スコットランド国境沿いの詩歌、1802に近代英語
化（井辻朱美訳『吟遊詩人トーマス』ハヤカワ文
庫FT参照））
　妖精の女王に愛された美貌の吟遊詩人トーマスは、
エルフランドで７年間女王に仕えた後、人間界に戻っ
てくる。「７日、７週間？」と思った日々は、人間界で
は７年間であった。その７年の間、女王がトーマスに
約束させたことは、エルフランドの食べものを口にし
ないことと、女王以外の者とは話さないことだった。
トーマスがほかのエルフたちの前で声を出せるのは、
吟遊詩人として歌う時だけ。（エルフランドの食べもの
を食べると再び人間界に戻ることができなくなるから
である。トーマスにはいつも人間界で作られた食べも
のが用意されている）トーマスの７年間の奉仕と沈黙に
対して、女王から与えられた褒美は「嘘をつけぬ舌」
であった。やがて、トーマスは人間世界へ戻ると、己
の（真実の）言葉で語り始める。＜まことのトーマス＞
は死を迎え、魂は永遠の世界エルフランドへの地で竪
琴を弾く。
（C）Rip van Winkle（アメリカ：ワシントン・
アーヴィング作：Washington Irving, 1783－
1859）
　この作品も「浦島伝説」風の作品として有名な
アメリカ・バージョンである。ただ伝説ではな
く、北欧伝説を元にアメリカの小説家ワシント
ン・アーヴィングが描いた作品である。
　「ハドソン川の近くにリップ・バン・ウィンクルとい
う男が住んでいた。リップは仕事をせずいつも村の中
をうろついていた。家は貧乏で子供たちはいつも貧相
な服装をしていた。リップの妻はリップを怒鳴りつけ
てばかりであった。そのたびにリップは家を抜け出
し、ウルフという犬と共に山へ狩りに出た。ある日、
山の中に迷い込み、途方に暮れ、丘に腰をおろしてい
た。日も暮れると、谷底からリップを呼ぶ声を聴い
た。見ると、物を背中にかついで谷川を登ってくる男
がいた。リップの知らない老人であった。昔の人が着
ていた服のような変な恰好をしていた。老人は酒の大
きな樽をかついでいた。リップは酒樽を担ぐ手伝いを
して谷川を登って行った。やがて、雷鳴が響き渡る
と、崖に囲まれた広場に出た。広場では、老人たちが
大勢でボウリング遊びをしていた。雷鳴ではなくボー
ルが転がる音だったのだ。皆昔の服装をしていた。す
ると皆はリップに目を向けた。老人たちは死人のよう
に青白かった。一緒に来た老人は酒樽から大ビンに酒
を詰め替え、酒をついで回る様にリップに合図をし
た。みんなは何も言わず継いだ酒を飲み干した。ボウ
ルゲームは再開すると、リップは酒をひと口飲んでみ
た。止まらなくなり、酔っぱらってしまい眠ってし
まった。朝リップが目を覚ますと丘の上で寝ていた。
犬は慰安くなっていた足元に鉄砲が転がっていたが、
茶色にさびたボロボロの鉄砲であった。谷川へ降りて
行くと昨日まで枯れていた谷川には豊富に水が流れて
いたので遠回りをしてリップは村へ戻った。ところが
自分の家がどこにあるのかわらなくなってしまった。
村にはリップが知っている人が１人もいなかった。長
くて白い髭がのびていた。リップは老人と化してい
た。リップが眠っている間に20年の歳月が過ぎてい
た。その後リップは娘の家に引き取られて、幸せに暮
らした。
　この図式は、次のようになる：
　リップ→犬→老人→見知らぬ山の中の広場→酒
→睡眠（１晩、実は20年）→元の村→老人
　谷川で出会った老人は、老後のリップであり、
リップ自身は永遠の世界にいる、ということにな
る。
　異文化という概念をどこに置くのかによって
様々な解釈が成り立つ。そもそも異文化なのか、
時代の流れや歴史的異変のために異文化となって
しまったのか、実は類似文化の多様性の中にある
一文化に過ぎないのではないか、ということであ
る。あらゆる生物は環境によって左右されること
は生物学的にも証明されているところである。人
間社会においては、長い歴史の中で環境という名
の自然や動物とはまた別の人間特有の慣習の中で
文化が創り出され、社会制度や創作現象（創作活
動）が介入することによって更にその文化は固有
化していくのである。しかしながら、本来はそれ
ほど複雑なものではなく、言語が文化の一部であ
るのと同様に文化自体もまた単一のものから発展
し、あるいは変化していったものと考えられる。
上述での伝承物語が、ヨーロッパとアジアの一見
まったく異なる環境の下で類似性が見出されるの
は、元来の人間が類似した環境を好み、類似した
指向性を持ち合わせていることを意味しているか
らである。そして、人間は類似性を持っているが
故に、独自性を確立したいという念に駆られ、異
文化に憧れるのである。類似性を脱却したいとい
う願望から敢えて異文化の道を選ぶことになる。
第２章　ヨーロッパ言語と日本語との類似：日本
語の文型と英語の文型：英語学習の視点
から
　「長崎ウエスレヤン大学『現代社会学部「紀要」
９巻１号pp.41－48（2011）」において『国際異文
化理解における英語教育の役割』ヨーロッパの言
語の成り立ちを考える際に言語の成り立ちを２つ
の視点で取り上げた。１つは「聖書」による言語
の分散であり、もう１つは「グリムの法則」を踏
まえ、インド・ヨーロッパ祖語の変遷を考えた。
特に、インド・ヨーロッパ祖語の中には、言語構
造においてSVO型（主語＋動詞＋目的語：英語で
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言うところの基本５文型）のものと日本語と同じ
SOV型（主語＋目的語＋動詞）のものがあること
がわかっている。ヨーロッパの言語でも古い言語
ほど文型は自由であり、格変化によって文の内容
は決定されるのである。世界的にSOV型の言語
は次の通りである。
１）日本語（琉球語・アイヌ語を含む）
２）ハングル語（韓国・朝鮮語）
２）アルタイ諸語（東欧･アナトリア・中央アジア・
北東アジア）・ヒッタイト語（現在は消滅）
３）ドイツ語、オランダ語（ゲルマン語系）
４）インド・イラン語派、アルメニア語、ドラヴィダ
語族
５）チベット・ミャンマー語派
６）アムハラ語、ナバホ語、ケチュア語、アイマ
ラ語、バスク語、シュメール語、アッカド
語、エラム語
　英語学習を支援するうえで、最も障害となる問
題は文の構造の違いであるとされている。しかし
ながら、世界的な言語の成り立ちを考慮した時、
偶発的に世界各地で成立したとは考えにくい。イ
ンド・ヨーロッパ祖語の変遷を考慮しても、起点
となる言語が各地に散らばりそれぞれの国の言語
となっていったことは明らかなことである。それ
ら言語がそれぞれ独立した言語になるには徒なら
ぬ文法的な混在が犇
ひし
めき合い、相違性を生み出し
ていったことと考えられる。そこで、今一度原点
に戻り、１つの言語、１つの文法からなる共通言
語が存在したことを想定すると、現在のあらゆる
言語の中に類似性が残されていることも否めない
ことである。
　たとえば、日本語の文型は大きく分けて基本４
文型からなり、英語の基本５文型と比較すること
によりより深く英語学習ができるようになるのだ
というファンクションメソッド研究会（中嶋太一郎
氏）及びEnglish Learning Materials Research 
Labs（日本ＥＬＭ英語学習教材研究所）の考え方
をまとめると次の表のようになる。
１ 彼は（が）走る。 主語の動作をあらわす文。 [名詞]　が　[動詞]
２ 彼は（が）医者です。 主語の名前・職業などをあらわす文。 [名詞]　が　[名詞]　だ
３ 彼は（が）秀才です。 主語の様子・状態をあらわす文。 [名詞]　が　[形容詞]　だ
４ 彼は（が）家の中にいます。 主語の存在をあらわす文。 [名詞]　が　いる・いない
　これを英語にすると、
　　１．He runs.
　　２．He is a doctor.
　　３．He is brilliant.
　　４．He is in the house.
　しかしながら、日本語４文型理論では、英語の文型は大きく分けると実のところ第１文型と第２文型の
２文型分類にしかならない。日本語の文型は４文型に分類されるのではなく、仮に「彼はリンゴを食べ
る」という文を、英語にしても→He eats an apple.となり、英語流に文型を分けると３文型にしかなら
ないからである。
　では、逆に、英語の基本文型から考えてみると、
（試み１）
１ He runs. 彼は走ります。
２ He is a doctor. 彼は医者です。
３ He eats an apple every day. 彼は毎日りんごを食べます。
４ He gave her an apple. 彼は彼女にりんごをあげた。
５ He let her help him. 彼は彼女に手伝ってもらった。
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（試み２）
１ 彼は走ります。 He runs.
２ 彼は医者です。 He a doctor is.
３ 彼は毎日りんごを食べます。 He everyday an apple eats.
４ 彼は彼女にりんごをあげた。 He her an apple gave.
５ 彼は彼女に手伝ってもらった。 He her help let.
　このように、日本語の語順をそのまま英語にすると、第１文型以外は英語の文型と異なることがわか
る。しかしながら、日本語は助詞の働きを利用すると実は英語の語順と重なることもわかる。
（試み３）
１ He runs. 彼は、走ります。
２ He is a doctor. 彼は、です、医者。
He looks a doctor 彼は、見えます、医者に。
３ He eats an apple every day. 彼は、食べるんです、りんごを毎日。
４ He gave her an apple. 彼は、あげたんです、彼女に、りんごを。
５ He let her help him. 彼は、させたんです、彼女に、手伝いを、自分の。
　以上から第２文型のbe動詞の場合には日本語
には無理があるが、助詞を伴う日本語の語順は英
語の語順とかなり類似させることができることが
わかる。日本語は格変化の代わりに助詞によっ
て、主語なのか、目的語なのか、形容詞なのか、
副詞なのかを、また動詞の変化によって文の構造
を表現することができるのである。日本語のよう
に単語＋助詞によって、SOV型の言語はSVO型に
も成りうると言える。文法において格変化が著し
い古い言語程、文の構造は類似させることが可能
となる。元来の言語が単一であることを暗示して
いる。言葉を発する行為は、人が話すタイミング
や強調したいこと、感情、心の状態により言葉の
語順は左右されるであろうし、逆に国民性とは関
係のない人間が生まれもって持っている性質であ
るからである。
第３章　欧米の英語教育：アメリカ合衆国の場合
　先に英語話者の割合において、英語を第１言語
とする人々は、全体の４分の１であって、４分の
３の人々は何らかの形で英語を使用していること
を述べた。①英語を第１言語（母語）とする
人々、②英語を公用語とする人々、③英語を日常
生活では使用しないが、学校教育の場で学習し、
国際コミュニケーションのために仕事などで使用
する可能性のある人 （々日本）などの３つのグルー
プに分けられることも判っている。ヨーロッパに
おける英語教育はすでに『長崎ウエスレヤン大学
「紀要」９巻１号』で述べたことだが、今や「人
種の坩堝」から「人種のサラダボール」（「人種の
モザイク」あるいは「人種のパッチワーク」とも
言う）と呼ばれるようになったアメリカ合衆国は
移民が犇めき合いながらも共存を目指している。
そのようなアメリカ合衆国社会は、決して第１言
語（母語）ではない公用語である英語を強要して
はいない。むしろ、英語を第２言語であるかのよ
うに教育上学習させている州もあるくらいなので
ある。人口の18％が英語以外のことばを話し、国
勢調査では、５歳以上で４千７百万人ほどがスペ
イン語を話しているのである。それに続く多い言
語は、中国語、フランス語、ドイツ語などであ
る。それでも日本語は13位である。カリフォルニ
ア州やテキサス州は40％以上がスペイン語を話
し、第１言語を英語とする人口以外の方が多いの
である。
　次の2010年のアメリカ合衆国の国勢調査の２つ
の表からも窺がえるように、上述のように様々な
白人（コーカサス系人種）が３分の２以上を占め
てはいるが、必ずしも元々英語圏の人種とは限ら
ないであろうし、世界各地からの移民によってア
メリカ合衆国が成り立っていることがわかる。
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2010年の国勢調査　人種　単位：百万人
人　　　　　種
2010年 2000年 増減
人口 割合 人口 割合 人口 率
全　米　人　口 308.7 281.4 27 9.7％
単 　
一 　
人 　
種
単 一 人 種 計 299.7 97.1％ 274.6 97.6％ 25.1 9.2％
白 人 223.6 72.4％ 211.5 75.1％ 12.1 5.7％
黒 人
ア フ リ カ 系 38.9 12.6％ 34.7 12.3％ 4.3 12.3％
アメリカ・インディアン
ア ラ ス カ 先 住 民 2.9 0.9％ 2.5 0.9％ 0.5 18.4％
ア ジ ア ン 14.7 4.8％ 10.2 3.6％ 4.4 43.3％
太 平 洋 先 住 民 0.5 0.2％ 0.4 0.1％ 0.1 35.4％
そ の 他 の 人 種 19.1 6.2％ 15.4 5.5％ 3.7 24.4％
複　数　人　種 9.0 2.9％ 6.8 2.4％ 2.2 32.0％
米国の20大都市の家庭で使われる言語 人口は５歳以上
都市 州 人口（千人）
英語
のみ
英語以外
小計 スペイン語 他の印欧語
アジア
太平洋語 その他
ニ ュ ー ヨ ー ク ニューヨーク州 7,811 52.5％ 47.5％ 23.9％ 13.3％ 7.9％ 2.4％
ロスアンゼルス カリフォルニア州 3,546 39.5％ 60.5％ 43.8％ 6.7％ 8.5％ 1.5％
シ カ ゴ イ リ ノ イ 州 2,639 65.7％ 34.3％ 23.3％ 6.2％ 3.5％ 1.3％
ヒ ュ ー ス ト ン テ キ サ ス 州 2,058 55.2％ 44.8％ 36.3％ 3.2％ 4.2％ 1.1％
フ ェ ニ ッ ク ス ア リ ゾ ナ 州 1,444 61.7％ 38.3％ 32.8％ 2.5％ 1.8％ 1.2％
フィラデルフィア ペンシルバニア州 1,437 79.1％ 20.9％ 9.5％ 5.7％ 4.1％ 1.6％
サンアントニオ テ キ サ ス 州 1,261 54.8％ 45.2％ 41.6％ 1.5％ 1.5％ 0.6％
サ ン デ ィ エ ゴ カリフォルニア州 1,216 62.7％ 37.3％ 21.6％ 4％ 10.6％ 1.1％
ダ ラ ス テ キ サ ス 州 1,175 57.3％ 42.7％ 38.4％ 1.4％ 2％ 0.9％
サ ン ノ ゼ カリフォルニア州 889 45％ 55％ 23.6％ 6.9％ 23.7％ 0.8％
デ ト ロ イ ト ミ シ ガ ン 州 842 88.7％ 11.3％ 6.1％ 2.3％ 0.4％ 2.5％
サンフランシスコ カリフォルニア州 774 55.8％ 44.2％ 11.9％ 6.5％ 25.3％ 0.5％
ジャクソンビル フ ロ リ ダ 州 751 88％ 12％ 5.1％ 3.3％ 2.8％ 0.7％
インディアナポリス インディアナ州 742 88.9％ 11.1％ 7％ 2％ 1.1％ 0.9％
オ ー ス テ ィ ン テ キ サ ス 州 731 66.9％ 33.1％ 26.2％ 3.1％ 3.2％ 0.7％
コ ロ ン バ ス オ ハ イ オ 州 712 86.4％ 13.6％ 4.7％ 3.1％ 2.9％ 3％
フォートワース テ キ サ ス 州 659 67.1％ 32.9％ 28.5％ 1.7％ 2％ 0.7％
シ ャ ー ロ ッ ト ノースカロライナ州 646 82.7％ 17.3％ 9.9％ 3.5％ 2.6％ 1.3％
メ ン フ ィ ス テ ネ シ ー 州 621 92.4％ 7.6％ 4.5％ 1％ 1.3％ 0.8％
ボ ス ト ン マサチューセッツ州 609 66.4％ 33.6％ 14.7％ 11.3％ 5.8％ 1.8％
（Bureau of the Census：アメリカ合衆国国勢調査2010）
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　必ずしも人種と言語の関係は一致するわけでは
ないが、今日のアメリカは、植民地であり、スペ
イン女王イサベル1世の援助を受け、1492年にジェ
ノヴァ人クリストーバル・コロン（スペイン語：
Cristóbal Colón、英語：Christopher Columbus、
ラテン語：Christophorus Columbus、出身地イ
タリア語：Cristoforo Colombo、日本：コロンブ
ス）が新大陸を発見して以来、南北アメリカ大陸
はスペイン人とポルトガル人が往来するように
なった。16世紀～17世紀の北アメリカ大陸は東海
岸を除いて、ほとんどが、スペイン領土と化して
いたのである。やがて、イギリスはスペインの無
敵艦隊を破り（1588年）、黄金時代を迎えると東
インド会社の設立も相成って、18世紀にイギリス
の産業革命が興り最盛期を迎える。イギリスは
益々アメリカへの領土拡張の夢へと突っ走ること
となるのである。すでに、1620年、ピルグリム・
ファーザーズがニュープリマス（後のニューイン
グランド）に到着していたものの、まだまだ開拓
の道程は長いものであった。1776年にアメリカ合
衆国はイギリスから独立はしたが、言語的な範囲
を考えるならば、ほとんどがスペイン語と言って
も過言ではない。
　このような歴史を踏まえて、合衆国の言語を今
一度考察するとスペイン語が公用語と考えられる
人々が多数存在することも不思議ではない。アメ
リカに20年間在住のリーパー・すみ子氏の著書
（『アメリカの小学校ではこうやって英語を教えて
いる』径書房2008））によると、「私が働いていた
ニューメキシコ州アルバカーキー市では、ライブ
ラリアンはみな教員免許をもったスペシャリスト
の教師として扱われます。待遇も教師と同じで
す。／最後の15年間勤務したＤ小学校は、低所得
者地域にあり、生徒たちの98％はヒスパニック系
で占められていました。国境を接するメキシコか
ら来た生徒が多いのは言うまでもありませんが、
コロンビア、ベネズエラ、さらにはカストロの支
配から逃れてきたキューバ出身の生徒たちの顔も
ありました。／１クラス20人の生徒のうち、30％
ぐらいの子どもはアメリカで生まれたヒスパニッ
クの２世、３世で、彼らは家庭でも英語で生活し
ています。けれども、あとの70％ぐらいの子ども
は、家へ帰れば親や祖父母とスペイン語で話すと
いう環境で、アメリカにやってきたばかりで英語
がほとんどわからないという生徒も、クラスのな
かに常時２、３人はいました。／アメリカでは、
十数年前から移民の数が急激に増えています。そ
こでアメリカ政府は、少数民族である移民の子ど
もたちがもっている文化を尊重しようと、母国語
と英語の両方を使うバイリンガル教育を推進する
政策を取ってきました。世界市場の変化とイラク
戦争の影響で、最近はアラビア語や中国語も台頭
してきましたが、もっとも多いのはスペイン語と
英語のバイリンガルです。」とある。特に、西海
岸カリフォルニア州中南部では、ヒスパニック系
の人々が多く、小学校の生徒たちにとって第１言
語がスペイン語で、英語は第１外国語ということ
になり、小学校の段階で第１外国語を学習するこ
とになるのである。しかしながら国の方針は逆
で、たとえカリフォルニア州でも、公用語が英語
であり、メディアにおいては共通語であって、ス
ペイン語は第１外国語ということになる。アメリ
カ合衆国全体で言えば納得できるものなのかもし
れないが、先の表でもわかるように、カリフォル
ニア州やテキサス州、アリゾナ州においては英語
はメディアの言語であり、家庭の言語（第１言
語）はスペイン語ということになる。日本におけ
る第１言語＝標準語＝共通語＝公用語＝日本語と
いう関係とは全く異なる社会がアメリカには存在
しているのである。
おわりに
　日本の英語教育がここ20年程で、すっかりリス
ニングとスピーキングが中心となり、４技能をバ
ランスよく考慮して学習することになっていると
はいえ、リーディングとライティングの学習の時
間が削減されてしまっていることは否めない事実
である。リーディングの教科書からは文学作品と
しての小説や詩作品、戯曲が減り、もっぱら社会
情勢のトピックに集中し、文化背景とは無関係の
すでに第１言語で知っている話題を敢えて英語で
読んでいるに過ぎないのが現状である。英語を読
むということは英語圏に住む人々の習慣や文化背
景を知るだけではなく、習慣・文化背景とは切り
離せない心理的な描写を読み取るということであ
る。外国文学は、その国の人々が自国の古典や国
語を学習するのと同様に、外国の言語を通して、
その国の文化を知ることができる最大の読み物で
ある。言語の中にこそ文化があるからである。
　第２次世界大戦後、日本が敗戦し進駐軍として
合衆国が日本の領土のほとんどを占領した。同時
に、イギリス軍も中国・四国地方を中心に占領し
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た。しかしながら、英語圏の軍隊が日本全土を占
領したにもかかわらず、日本の英語教育は希薄な
ものとなった。これは何を意味するのか。日本人
の言語能力が粗悪なわけではない。教育上に問題
があったのである。合衆国軍は、かつてアメリカ
本土を開拓する際に先住民やアフリカからの奴隷
やスペイン人や移民たちを統轄するために英語教
育を施す必要があったし、仕事をもらうためには
住民らも英語を覚える必要があった。困窮した中
での生活上必須のアイテムとして英語がそこに存
在しなければならなかったのである。では、日本
人にとっての英語はどうなのか。その頃の英語教
育は、一部の私立学校を除いて、文法を中心に学
習し、文献を読み、文章を書く力を要請すること
であった。読解力と文章力に優れている知的な日
本人にとってのコミュニケーションの在り方で
あったとも言える。識字率を考えても、全世界で
75％、日本は99.9％、アメリカ合衆国は、英語に
限ると50％弱である。識字率の面で考えても目で
見る言語活動が苦手な大多数のアメリカの人々
は、リスニングとスピーキングでコミュニケー
ションを深めることが何より大切なことであり、
識字率がほぼ100％の日本人では目で見る言語が
発達するのは明らかなことであった。とは言うも
のの、将来の日本人がリスニングとスピーキング
に長け、世界中で活躍することになることをもは
や止める者はいないであろう。皮肉にもあの時ア
メリカ軍が懸念したことである。
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